
目

次

条

例

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
qqq（
人

事

課
）
…
二

○
青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
税

務

課
）
…
二

○
青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
qqqqqqqqqqqqqqq（
議
会
事
務
局

総

務

課
）
…
一一

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 号外第59号令和２年５月22日 金曜日

号
外
第
五
十
九
号

令
和
二
年五

月
二
十
二
日

（
金
曜
日
）



条

例

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
二
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
三
十
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
九
月
青
森
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
知
事
及
び
副
知
事
の
給
料
月
額
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
額
か
ら
当
該
額
に
、
知
事
に
あ
つ
て
は
百
分
の
二
十
、
副
知
事
に
あ
つ
て
は
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

附
則
第
五
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
二
年
五
月
二
十
二
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
三
十
一
号

青
森
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

青
森
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
青
森
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
及
び
敷
地
分
割
組
合
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
二
第
三
項
の
表
第
四
十
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
項
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
、
同
項
第
二
号
の
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第

四
号
」
を
「
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
期
間
又
は
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削
り
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
十
二
条
第
二

項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
に
、
「
第
五
十
三
条
第
十
九
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
第
五
十
三
条
第
二
十
二
項
各
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
（
当

該
法
人
が
連
結
子
法
人
（
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
又
は
連
結
子

法
人
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
（
法
第
五
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
連
結
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
六

十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
連
結
親
法
人
（
法
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
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て
同
じ
。
）
若
し
く
は
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
つ
た
連
結
親
法
人
が
法
人
税
に
係
る
修
正
申
告
書
を
提
出
し
、
又
は
法
人
税
に
係
る
更
正
若
し
く
は
決
定
の
通
知
を
受
け
た

こ
と
）
」
を
削
り
、
「
第
五
十
三
条
第
二
十
二
項
各
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
四
項
各
号
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に

改
め
、
「
若
し
く
は
連
結
法
人
税
額
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
連
結
法
人
税
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
法
人
税
額
若
し
く
は
連
結
法
人

税
額
を
」
を
「
法
人
税
額
を
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」
を
削
り
、
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
第
五
十
三
条
第
五
十
項
前
段
」
を
「
第
五
十
三
条
第
五
十
九
項
前
段
」
に
、
「
同
条
第
五
十
項
後
段
」
を
「
同
条
第
五
十
九
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
法
人
税
割
に
係
る
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
の
控
除
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
」
を
削
り
、
「
第

六
十
六
条
の
七
第
五
項
及
び
第
十
一
項
又
は
第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
四
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」

を
削
り
、
「
の
同
法
第
六
十
六
条
の
七
第
五
項
」
を
「
の
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相

当
額
」
を
削
り
、
「
、
同
法
第
六
十
六
条
の
七
第
五
項
」
を
「
、
同
項
」
に
、
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
四

項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
の
合
計
額
」
及
び
「
、
法
第
五
十
三
条
第
四
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
各
連
結

事
業
年
度
」
を
削
り
、
「
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
及
び
第
十
項
又
は
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
四
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
三
項
及
び
第

九
項
」
に
改
め
、
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」
を
削
り
、
「
の
同
法
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
」
を
「
の
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の

三
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
」
を
削
り
、
「
同
法
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
」
を
「
同
項
に

規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
「
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方

法
人
税
額
の
合
計
額
」
及
び
「
、
同
条
第
四
項
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
中
「
控
除
限
度
額
若
し
く
は
」
を
「
控
除
限
度
額
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
同
法
第
八
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
連
結
控
除
限
度
個
別
帰
属
額
」
、
「
若
し
く
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は
同
法
第
十
二
条
第
三
項
の
控
除
の
限
度
額
で
政
令
第
九
条
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
も
の
」
及
び
「
、
同
条
第
四
項
」
を
削
る
。

第
五
十
五
条
の
二
第
二
項
を
削
る
。

第
五
十
六
条
第
二
項
中
「
そ
の
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
の
末
日
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
六
月
経
過
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
及
び
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
」
を
削
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
益
金
額
」
及
び
「
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
個
別
帰
属
損
金

額
」
を
削
る
。

第
六
十
二
条
第
二
号
中
「
当
該
事
業
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
た
日
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
六
月
経
過
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
二
項
中
「
（
当
該
法
人
が
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
連
結
申
告
法
人
（
連
結
子
法
人
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
の
属
す

る
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
連
結
親
法
人
が
当
該
連
結
事
業
年
度
に
係
る
法
人
税
の
課
税
標
準
に
つ
い
て
国
の
税
務
官
署
の

更
正
又
は
決
定
を
受
け
た
と
き
）
」
を
削
る
。

第
九
十
七
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
一
本
当
た
り
の
重
量
が
〇
・
七
グ
ラ
ム
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
葉
巻
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
〇
・
七
本
に

換
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
三
条
の
二
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
第
一
項
の
表
附
則
第
七
条
の
二
第
三
項
の
項
及
び
同
条
第
三
項
の
表
附
則
第
七
条
の
二
第
三
項
の
項
中
「
第
三
十
五
条
の
二
ま
で
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
ま
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で
」
に
、
「
、
第
三
十
五
条
の
二
」
を
「
、
第
三
十
五
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
三
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
四
第
一
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
税
割
の
課
税
標
準
と
な
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
、
「
又
は
当
該
法
人
に
係
る
固
有
法
人
の
各
連
結
事
業

年
度
分
の
法
人
税
割
の
課
税
標
準
と
な
る
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
、
「
又
は
当
該
各
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
税
割
額
」
及
び
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
税
割
額
」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」
及
び
「
又
は
当
該

連
結
事
業
年
度
」
を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、
「
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
三
項
」
を
「
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」
に
、
「
第
五
十
三
条
第
二
十
七

項
及
び
第
二
十
八
項
（
同
条
第
三
十
項
（
同
条
第
三
十
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
十
九
項
及
び
第
四
十
項
（
同
条
第
四
十
一
項
（
同
条
第
四
十
二
項
」
に
、
「
及
び
同
条

第
三
十
一
項
」
を
「
及
び
同
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
又
は
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
法
人
で
法
第
五
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
連
結
申
告
法
人
に
該
当
す
る

も
の
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
の
二
の
十
第
二
項
中
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
の
特
例
）

第
十
九
条

第
九
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
、
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
第
九
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修

に
係
る
契
約
を
法
附
則
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
締
結
し
て
い
る
個
人
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年

法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
当
該
耐
震
改
修
を
し
て

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
法
附
則
第
六
十
条
第
一
項
に
規
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定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
耐
震
改
修
を
し
て
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
（
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、

第
九
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」

と
、
「
行
い
」
と
あ
る
の
は
「
行
い
、
当
該
住
宅
の
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
九
十
一
条
第
一
項
及
び
第
九
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項

一
年
六
月
以
内
、

同
項
第
二
号

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
（
第
九
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
耐

震
改
修
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で
、
前
条
第
三
項
第
二
号

か
ら
六
月
以
内

か
ら
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で

第
九
十
三
条
の
二
第
二
項

六
月
以
内

同
項
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で

第
二
条

青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
〇
・
七
グ
ラ
ム
」
を
「
一
グ
ラ
ム
」
に
、
「
〇
・
七
本
」
を
「
一
本
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
条
第
一
項
中
「
附
則
第
六
十
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二
十
一
条
と
し
、
附
則
第
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を

加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
）

第
十
九
条

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
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法
律
第
二
十
五
号
。
次
条
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
等

に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
（
次
項
に
お
い
て
「
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
の
う
ち
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
県
払
戻
請
求
権
放
棄
」
と
い
う
。
）
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
（
次
項
に
お
い
て

「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属
す
る
年
中
に
県
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
の
第
三
十
九
条
の
二
第
三
号

に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
県
民
税
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
県
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
と
は
、
同
項
の
納
税
義
務
者
が
そ
の
年
の
指
定
期
間
内
に
お
い
て
県
払
戻
請
求
権
放
棄
を
し
た
部
分
の
入
場
料
金
等
払
戻

請
求
権
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
（
第
三
十
九
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
の
額
及
び
そ
の
放
棄
を
し
た
者
に
特
別
の
利
益
が
及
ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
金
額
を
除

く
。
）
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
十
万
円
）
を
い
う
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
）

第
二
十
条

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る

附
則
第
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
十
六
年
度
」
と
、
「
法
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と
す
る
。

（
青
森
県
核
燃
料
物
質
等
取
扱
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

青
森
県
核
燃
料
物
質
等
取
扱
税
条
例
（
平
成
三
十
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
及
び
第
九
条
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
及
び
第
八
項
を
削
り
、
附
則
第
九
項
中
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
七
項
と
し
、
附
則
第

十
項
を
附
則
第
八
項
と
す
る
。
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（
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
（
平
成
十
四
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
十
七
条
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
青
森
県
県
税
条
例
附
則
第
九
条
の
二
の
十
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
例
附
則
に
一
条
を
加

え
る
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
一
条
中
同
条
例
第
九
十
七
条
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
九
項
の
規
定
は
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
一

条
中
同
条
例
第
三
十
六
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
附
則
第
三
条
の
二
、
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
三
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
並

び
に
第
二
条
（
同
条
例
第
九
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
並
び
に
次
項
か
ら
附
則
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
令
和
三
年
一

月
一
日
か
ら
、
第
二
条
中
同
条
例
第
九
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
十
項
の
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
一
条
中
同
条
例
第
三
十
五
条
第
五
項
の

改
正
規
定
は
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
の
二
の
規
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
核
燃

料
物
質
等
取
扱
税
条
例
第
八
条
第
二
項
及
び
第
九
条
の
規
定
並
び
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
十
七
条
の
規
定

は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
条
例
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
令
和
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二

十
五
号
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
（
以
下
「
入
場
料
金
等
払
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戻
請
求
権
」
と
い
う
。
）
の
行
使
を
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
日
ま
で
の
間
に
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
行
使
に
よ
る
払
戻
し
を
し
た
者
に
対
し
て
同
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
内
に
当
該
払

戻
し
を
受
け
た
金
額
以
下
の
金
額
の
寄
附
金
の
支
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
寄
附
金
の
支
出
を
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
と
、
当

該
支
出
を
し
た
寄
附
金
の
額
を
当
該
放
棄
を
し
た
部
分
の
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
価
額
と
み
な
し
て
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
青
森
県
県
税
条
例
附
則
第
十
九

条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
以
下
「
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
（
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
一
条
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
改
正

規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
二
号
の
七

に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下
「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
（
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

６

施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
施
行
日
前
に
開
始

し
た
連
結
事
業
年
度
（
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に

開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
青
森
県
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の

規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

７

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事

業
年
度
を
除
く
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

８

施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
改
正
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前
の
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

９

令
和
二
年
十
月
一
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10

令
和
三
年
十
月
一
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
五
月
二
十
二
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
三
十
二
号

青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例

令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
青
森
県
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
月
額
は
、
青
森
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並

び
に
そ
の
支
給
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
青
森
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
例
別
表
第
一
に
定
め
る
議
員
報
酬
月
額
か
ら
当
該
議
員
報
酬
月

額
に
百
分
の
十
五
（
議
長
に
あ
っ
て
は
百
分
の
二
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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